
過去に検討した２校統合以外の学校再編案 

 

１ 学校再編を検討する時の留意事項 

 学校再編を検討するにあたって、以下の事項について留意する。 

 

「三田市立学校のあり方に関する基本方針」 

Ⅱ１   「望ましい学校規模 中学校：９～１８学級（各学年３～６学級）」 

Ⅱ２（１）「同じ小学校区の児童が別々の中学校に通うことがないように配慮する」 

Ⅱ３（１）「通学時間についてはおおむね１時間を超えないように配慮する」 

 

 

２ 具体的な方策と見解 

１松が丘小校区を上野台中校区に変更する。 

上野台中の推計生徒数（現在校区に居住している幼児数の90％が就学すると推計、R７までは省略） 

 令和８年 令和９年 令和10年 令和11年 令和12年 令和13年 令和14年 

１年 ４５(2) ５５(2) ３９(1) ５２(2) ４１(2) ３１(1) ４３(2) 

２年 ４１(2) ４５(2) ５５(2) ３９(1) ５２(2) ４１(2) ３１(1) 

３年 ５８(2) ４１(2) ４５(2) ５５(2) ３９(1) ５２(2) ４１(2) 

合計 １４４(6) １４１(6) １３８(5) １４６(5) １３２(5) １２４(5) １１４(5) 

【見解】 

・校区変更をしても適正規模を確保することはできない。 

 

 

２松が丘小校区・三輪小校区を上野台中校区に変更する。 

上野台中の推計生徒数（現在校区に居住している幼児数の90％が就学すると推計、R７までは省略） 

 令和８年 令和９年 令和10年 令和11年 令和12年 令和13年 令和14年 

１年 １０９(3) １１８(3) １１１(3) １２６(4) １１２(3) ９６(3) １３０(4) 

２年 １０５(3) １０９(3) １１８(3) １１１(3) １２６(4) １１２(3) ９６(3) 

３年 １１７(3) １０５(3) １０９(3) １１８(3) １１１(3) １２６(4) １１２(3) 

合計 ３３１(9) ３３２(9) ３３８(9) ３５５(10) ３４９(10) ３３４(10) ３３８(10) 

＊三輪小校区の生徒数については、マンション建設による生徒数の増加を含んでいる。 

【見解】 

・当分の間、適正規模を確保できる見通し。 

・上野台中校区に６小学校、八景中校区に１小学校（三田小のみ）となる。 

・松が丘小・三輪小からの生徒の通学手段の確保が課題。 
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３上野台中とけやき台中を「けやき台中」に統合する。 

２校統合後の推計生徒数（現在校区に居住している幼児数の90％が就学すると推計、R７までは省略） 

 令和８年 令和９年 令和10年 令和11年 令和12年 令和13年 令和14年 

１年 ２１６(6) １８９(5) １３７(4) １４８(4) １３９(4) １１７(3) １０９(3) 

２年 １８４(5) ２１６(6) １８９(5) １３７(4) １４８(4) １３９(4) １１７(3) 

３年 ２１２(6) １８４(5) ２１６(6) １８９(5) １３７(4) １４８(4) １３９(4) 

合計 ６１２(17) ５８９(16) ５４２(15) ４７４(13) ４２４(12) ４０４(11) ３６５(10) 

【見解】 

・当分の間、適正規模を確保できる見通し。通学手段の確保が課題。 

・路線バスを乗り継いだ場合、通学時間が１時間を超えるため、スクールバスの確保が条件と

なる。 

 

 

４上野台中・藍中・長坂中を統合して、新三田付近に新設校を設置する。 

３校統合後の推計生徒数（現在校区に居住している幼児数の90％が就学すると推計、R７までは省略） 

 令和８年 令和９年 令和10年 令和11年 令和12年 令和13年 令和14年 

１年 ９６(3) １１８(3) ８８(3) ９４(3) ８８(3) ７５(2) ７０(2) 

２年 １０１(3) ９６(3) １１８(3) ８８(3) ９４(3) ８８(3) ７５(2) 

３年 １１０(3) １０１(3) ９６(3) １１８(3) ８８(3) ９４(3) ８８(3) 

合計 ３０７(9) ３１５(9) ３０２(9) ３００(9) ２７０(9) ２５７(8) ２３３(7) 

【見解】 

 ・市域全体の約４分の３を占める広大な校区となり、通学手段の確保が課題。 

・３校を統合しても、令和13年度には８学級となる見込みであり、適正規模を下回る。 
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